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︵
４
～
７
ペ
ー
ジ
上
段
ま
で
︶

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
21
人
40
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵ 

他 

は
そ
の
他
の
質
問
︶

防災協力農地
 協定締結の考えは

地域防災計画に
 盛 り 込 み た い

教
室

へ
の
冷
房
設
置

 

市

の

認

識

は

学
校

教
育
プ
ラ
ン
21

の

 

最
終
年
度
頃
ま
で
に
は
着
手
し
た
い

﹁

経

皮

毒

﹂

 

市

の

対

策

は

保

健

所

等

と

連

携

し

 

安

全

な

も

の

を

使

用

す

る

介護予防教室の修了生へ
オリエンテーションをする考えは

関係部署と連携し
 実 施 し た い

本宿４号踏切の安全性
 市 の 認 識 は

歩行者等が車と交差する場合
 安 全 上 の 課 題 が あ る

渋
滞
対
策
の
た
め

 

市
営
駐
車
場
の
満
空
表
示
の
考
え
は

時
代
に
適
し
た
手
法
を

 

検

討

し

た

い

相
原　

博
議
員　

本
市
の
農
業
は
、

都
市
農
業
と
し
て
市
民
に
新
鮮
で

安
全
な
農
作
物
を
供
給
す
る
と
と

も
に
、
緑
地
と
し
て
の
環
境
を
保

持
し
、
潤
い
な
ど
を
提
供
す
る
貴

重
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
地
は
阪
神
淡
路
大
震

災
を
契
機
に
、
緊
急
避
難
場
所
と

し
て
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
農
家
と
防
災
協
力
農

地
の
協
定
を
結
ぶ
考
え
は
な
い
か
。

環
境
安
全
部
長　

農
地
・
農
業
を

活
用
し
た
防
災
対
策
は
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

防
災
協
力
農
地
の
協
定
は
、
関

係
者
等
の
理
解
等
を
得
な
が
ら
、

改
定
予
定
の
地
域
防
災
計
画
に
盛

り
込
み
た
い
。

議
員　

今
後
、
早
期
に
防
災
協
力

農
地
の
協
定
締
結
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
も
ら
う
と
と

も
に
、
災
害
時
に
農

地
を
使
用
し
て
損
害

を
与
え
る
よ
う
な
場

合
の
補
償
や
協
力
農

地
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
看
板
を
設
置
す
る

な
ど
の
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

今

後
、
協
定
を
締
結
す

る
中
で
研
究
、
協
議

し
、
実
施
す
る
方
向

で
進
め
て
い
き
た
い
。

村
井　

浩
議
員　

府
中
市
学
校
教

育
プ
ラ
ン
21
に
は
、
教
室
に
冷
房

の
設
置
を
進
め
る
と
あ
る
。

　

同
プ
ラ
ン
は
、
本
市
の
第
５
次

総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
受
け
て

策
定
さ
れ
た
と
聞
く
。

　

総
合
計
画
と
整
合
性
を
と
り
な

が
ら
同
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る

と
思
う
が
、
策
定
ま
で
に
は
多
く

の
人
の
知
恵
と
動
力
が
加
わ
っ
て

お
り
、
こ
れ
が
未
来
計
画
と
な
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
同
プ
ラ
ン
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
教
室
へ
の
冷
房
設
置
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
聞
き
た

田
中　

愼
一
議
員　

﹁
経
皮
毒
﹂

は
、
家
庭
用
品
等
に
含
ま
れ
る
有

害
化
学
物
質
が
皮
膚
か
ら
吸
収
さ

れ
、
様
々
な
障
害
の
原
因
に
関
係

す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
危
険
性
の
あ
る
も
の
は
、
代

替
品
を
使
用
す
る
な
ど
対
応
し
、

市
施
設
以
外
の
民
間
施
設
等
へ

も
、
徹
底
し
た
対
処
の
必
要
性
が

あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長　

市
施
設
で
は
、

保
健
所
等
と
連
携
し
て
、
有
害
化

学
物
質
が
含
ま
れ
な
い
も
の
を
極

力
使
用
し
、
よ
り
安
全
な
も
の
を

選
定
し
使
用
す
る
た
め
、
市
民
や

職
員
に
対
し
て
研
修
を
行
う
な
ど
、

安
全
確
保
に
努
め
た
い
。

　

民
間
施
設
等
へ
は
、
指
導
権
限

の
あ
る
機
関
へ
積
極
的
な
働
き
掛

け
を
行
い
た
い
。

他 

地
球
温
暖
化
、
古
代
の
府
中
を
誇
り

に
自
治
体
の
モ
デ
ル
都
市
を
目
指
せ
●

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
検
討
は
ど
う
な
っ
た
か
。

早
急
に
候
補
地
を
選
定
し
て
設
置
し
て

く
だ
さ
い
●

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
進
化

さ
せ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
を
規
制
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か

村
崎　

啓
二
議
員　

府
中
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
３
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
は
、
介
護
予
防

の
全
体
的
な
取
組
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
具
体
化
は
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

介
護
予
防
事
業
の
効
果
的
促
進

の
た
め
に
は
、
事
業
の
総
合
的
体

系
化
が
重
要
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
介
護
予
防
教
室
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
修

了
者
へ
健
康
増
進
事
業
や
健
康
づ

く
り
事
業
等
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
す
る
考
え
は
。ま
た
、

栄
養
指
導
な
ど
、
保
健
健
康
事
業

と
連
携
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長　

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
関
係
部
署
と
連
携
し

実
施
し
た
い
。
健
康
事
業
と
の
連

携
は
継
続
性
確
保
の
観
点
か
ら
積

い
。

教
育
長　

国
で
も
平
成
15
年
に
一

時
、
教
室
の
冷
房
化
に
対
す
る
補

助
制
度
創
設
を
検
討
し
た
経
緯
が

あ
る
が
、
制
度
化
は
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
各
自
治
体
の
対
応
も

様
々
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
調
査
、
研
究
を
行
い
、

同
プ
ラ
ン
の
最
終
年
度
頃
に
は
、

各
関
係
方
面
の
同
意
を
得
な
が
ら
、

実
態
的
に
着
手
し
た
い
。

他 

府
中
市
の
施
設
使
用
の
灯
油
に
つ
い

て
知
り
た
い

極
的
に
連
携
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

介
護
区
分
の
変
更
で
介
護

用
具
貸
与
が
中
止
さ
れ
、
日
常
生

活
が
困
難
に
な
る
人
へ
の
対
応
は
。

福
祉
保
健
部
長　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
体
制
の
中
で

対
応
し
て
お
り
、
今
後
も
体
制
の

強
化
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

小
野
寺　

淳
議
員　

駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
し
て
、
踏
切
等
の

安
全
に
関
す
る
市
民
の
関
心
は
高

く
、
安
全
の
確
保
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｊ
Ｒ
南
武
線
新
駅
予

定
地
西
側
に
あ
る
本
宿
４
号
踏
切

の
安
全
性
を
市
は
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

踏
切
を
挟
む
前

後
の
取
付
け
道
路
は
４
ｍ
か
ら
６

ｍ
で
、
踏
切
内
幅
員

は
４
ｍ
で
あ
り
、
基

本
的
な
車
両
等
の
通

行
幅
員
は
確
保
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、

歩
行
者
や
自
転
車
が

車
と
交
差
す
る
場
合

は
安
全
上
の
課
題
が

あ
る
と
考
え
る
。

議
員　

安
全
確
保
の

た
め
、
Ｊ
Ｒ
と
折
衝

す
る
考
え
は
。

都
市
整
備
部
長　

今

後
、
新
駅
設
置
な
ど

に
よ
り
、
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
に
変
化
が
出
て
く
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ
と
は
、
地

域
の
課
題
を
見
守
り
な
が
ら
折
衝

し
て
い
き
た
い
。

他 

新
駅
︵
南
武
線
︶
周
辺
の
区
画
整
理

外
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
●

都
道
︱

１
３
３
号
︵
け
や
き
並
木
︶
の
管
理
に

つ
い
て

村
木　

茂
議
員　

府
中
駅
南
口
市

街
地
再
開
発
事
業
の
進
展
に
伴
い
、

近
年
、
駅
周
辺
も
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
休
日
に
は
、
市
営
駐

車
場
等
に
入
る
車
の
大
渋
滞
が
発

生
し
、
周
辺

商
店
街
や
地

域
住
民
の
生

活
に
影
響
が

出
て
い
る
。

市
内
各
所
に

設
置
し
て
あ

る
渋
滞
情
報

表
示
板
も
、

本
当
に
機
能

し
て
い
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
渋
滞
対
策
と
し
て
、

表
示
板
の
改
善
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

　

ま
た
、
市
営
駐
車
場
の
満
空
情

報
の
提
供
に
つ
い
て
、
現
在
は
Ｉ

Ｔ
を
利
用
し
た
様
々
な
方
法
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
導
入
の
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

渋
滞
情
報
表
示

板
は
、
機
器
類
や
シ
ス
テ
ム
の
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、更
新
に
は
、

当
初
の
設
置
費
に
近
い
、
多
額
の

経
費
が
必
要
と
な
る
た
め
、
見
直

し
は
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

　

し
か
し
、
満
空
情
報
の
提
供
は
、

府
中
駅
周
辺
の
渋
滞
対
策
の
重
要

な
方
策
と
考
え
て
い
る
の
で
、
時

代
に
適
し
た
効
率
的
な
手
法
で
の

導
入
を
検
討
し
た
い
。

他 

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

　　▲新たな役割が期待される農地

　　▲本宿４号踏切

　　▲市営駐車場


